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「
集
中
復
興
期
間
」
が
来
年
３
月
末
で

終
了
し
ま
す
が
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の

３
県
の
復
興
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
ま
す
。

計
画
さ
れ
た
防
潮
堤
の
完
成
は
８
％
で
、

37
％
が
未
着
工
の
ま
ま
で
す
。
そ
れ
ば
か

り
か
、
住
む
場
所
が
定
ま
ら
な
い
避
難
者

が
、
今
な
お
約
23
万
人
も
い
ま
す
。 

計
画
の
遅
れ
の
理
由
を
「
用
地
取
得
の 

難
航
」
、
「
資
材
の
高
騰
」
、
「
人
手
不
足
」 

等
を
上
げ
て
い
ま

す
が
、
本
当
は
政

府
が
本
腰
を
入
れ

て
い
な
い
か
ら
で

す
。 政

府
は
、
国
威

発
揚
の
「
２
０
２

０
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
」
や
「
安
全

保
障
法
制
整
備
」
、

「
憲
法
改
正
」
等

の
「
戦
争
の
で
き
る

国
づ
く
り
」
の
政
治

を
最
優
先
し
て
い

る
の
で
す
。 

  

             

多
く
の
住
民
か
ら
熱
望
さ
れ
て
い
る

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
全
面
開
通
も
、
原
発
事
故 

現
場
か
ら
近
い
浪
江
―
富
岡
間
の
開
通

見
通
し
が
、
全
く
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

働
い
て
い
た
多
く
の
組
合
員
も
、
遠
く

の
勤
務
地
に
転
勤
に
な
っ
た
ま
ま
で
す
。 

            

こ
の
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原

発
事
故
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会 

の
会
員
も
、
家
屋
の
全
壊
や
原
発
事
故
で

避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
の
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

地
震
と
津
波
で
自
宅
が
全
壊
し
た
15 

 

 

名
は
、
今
な
お
仮
設 

住
宅
で
生
活
し
て
い 

る
人
、
自
宅
を
再
建 

し
た
人
等
様
々
で
す 

が
、
皆
さ
ん
健
康
で 

過
ご
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
原
発
事
故
で 

避
難
し
た
会
員
も
、 

そ
の
ま
ま
避
難
先
で 

生
活
し
て
い
る
人
と
、 

除
染
作
業
を
終
え
て 

自
宅
に
戻
っ
た
人
等
が
い
ま
す
。 

今
で
も
水
戸
地
本
の
原
ノ
町
支
部
や

い
わ
き
支
部
の
Ｏ
Ｂ
会
は
、
大
変
な
苦
労

を
し
て
い
ま
す
。 

 

＝
被
災
者
か
ら
の
ひ
と
こ
と
＝ 

                   

私
達
は
こ
の
災
害
を
風
化
さ
せ
な
い
で
被
災 
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)） 

被災地と被災者の現状は 

東日本大震災と福島第一原発事故から４年 

 

復
興
よ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と 

「
戦
争
の
で
き
る
国
づ
く
り
」 

 

見
通
し
の
立
た
な
い 

常
磐
線
の
全
面
開
通 

 

被
災
し
た
Ｏ
Ｂ
会
員
の
今 

あ
の
甚
大
な
被
害
を
出
し
た
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
、
丸

４
年
が
た
ち
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
の
仲
間
も
、
地
震
と
津
波
に
よ
っ
て

自
宅
を
壊
さ
れ
た
り
、
原
発
事
故
に
よ
る
長
期
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
、

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

去
る
３
月
11
日
安
倍
首
相
は
、
15
年
度
ま
で
の
「
集
中
復
興
期
間
」
の
５
年

の
復
興
状
況
と
、
16
年
以
降
の
後
期
５
年
間
の
復
興
支
援
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
、
計
画
の
遅
れ
と
原
発
事
故
終
息
の
困
難
さ
を
際
立
た

せ
た
だ
け
で
し
た
。 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
昨
年
の
春
被
災
地
の
復
興
状
況
を
見
て
回
り
、
そ
の
内
容
を

{

我
ら
の
声}

第
15
号
に
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
、
丸
４
年
経
っ
た
復
興
状

況
や
被
災
者
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。 

４
年
た
っ
た 

         

 

震
災
被
害
状
況 

死  者 15,891 ３月 10 日現在 

行方不明者 2,584 〃 

震災関連死者 3,222 ２月末まとめ 

避 難 者 22,883 １月末まとめ 

 

自宅全壊者の現在の住宅状況 人 数 

仮 設 住 宅 ４ 

民 間 ア パ ー ト ２ 

自 宅 再 建 ９ 

 

 

 

仮
設
住
宅
生
活
も
、
三
年
数
ヶ
月
が
経

ち
ま
し
た
。 

今
後
の
課
題
は
、
災
害
公
営
住
宅
に
入

居
す
る
人
と
、
自
立
再
建
を
目
指
す
人
と

に
分
か
れ
ま
す
。
資
材
不
足
と
坪
単
価
の

高
騰
で
自
立
再
建
も
大
変
で
す
。
私
も
自

立
再
建
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
厳
し
い

の
が
現
実
で
す
。 

 
 
 
 
 

盛
岡
地
本
Ｏ
Ｂ
・
小
林
一
二
三 

    

私
は
、
津
波
で
全
壊
流
失
の
被
害
を
受

け
ま
し
た
が
、
地
域
で
は
1
８
６
名
の
犠

牲
者
が
出
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
Ｏ
Ｂ
の
方

が
バ
ス
で
来
仙
さ
れ
、
現
地
を
視
察
し
て

頂
き
、
大
き
な
熱
い
絆
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

私
の
い
た
地
域
は
、
危
険
地
域
と
な
り
、

集
団
移
転
を
希
望
し
て
、
区
画
も
決
ま
り
、

４
月
よ
り
再
建
で
き
る
事
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

 
 
 

 
 

仙
台
地
本
Ｏ
Ｂ
・
佐
藤
初
男 

      



  
 
 
 
 
 

た
し
ろ
か
都
宮
支
部
Ｏ
Ｂ
会 

 

た
し
ろ
か
お
る
議
員
の

地
元
の
宇
都
宮
支
部
Ｏ
Ｂ 

会
は
、
３
月

10

日
に
「
た

し
ろ
か
お
る
議
員
激
励
と

国
会
見
学
及
び
第
５
福
竜

丸
展
示
館
見
学
」
を
、
本
部

Ｏ
Ｂ
会
と
た
し
ろ
議
員
の

事
務
所
の
御
協
力
で
行
い

ま
し
た
。 

昨
年
の
暮
れ
に
一
度
予 

定
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
安

倍
首
相
の
「
大
儀
な
き
衆

議
院
の
解
散
」
に
よ
っ
て
、

延
期
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

バ
ス
ツ
ア
ー
に
は
支
部
Ｏ

Ｂ
会
の
呼
び
か
け
で
、
Ｏ
Ｂ

や
家
族
、
支
援
者
の
人
達
、

44
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

県
北
の
皆
さ
ん
は
７
時

に
西
那
須
野
駅
を
出
発
し
、

野
崎
駅
・
宇
都
宮
駅
か
ら

は
、
県
南
・
県
央
の
皆
さ
ん 

も
乗
車
し
、
一
路
国
会
に
向 

      

 

 

     

 
 

 

か
い
ま
し
た
。 

車
内
で
は
、
星
野
Ｏ
Ｂ
会
長
が
今
回
の
ツ

ア
ー
の
目
的
、
日
程
等
を
説
明
し
、
そ
の
後
、

参
加
者
の
自
己
紹
介
な
ど
で
車
内
は
和
や
か

な
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。 

議
員
会
館
前
に
は
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
役
員
が 

「
歓
迎
の
横
断
幕
」
を
掲
げ
て
待
っ
て
お
り
、
参

加
者
全
員
が
感
激
し
ま
し
た
。 

早
速
国
会
を
見
学
し
、
参
議
院
本
会
議
場
で

は
、
係
員
の
説
明
を
熱
心
に
聴
き
ま
し
た
。 

見
学
後
、
議
員
会
館
に
戻
り
、
た
し
ろ
議

員
を
囲
み
昼
食
会
を
行
い
ま
し
た
。
昼
食
後
、

た
し
ろ
議
員
か
ら
「
私
の
出
身
地
の
宇
都
宮

を
始
め
、
各
地
か
ら
よ
う
こ
そ
お
越
し
下
さ

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
負
託
に
応
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
質
問
や
激
励
の
発
言
に
対
し

て
も
、
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
た

し
ろ
議
員
の
誠
実
な
態
度
に
は
、
Ｏ
Ｂ
会
員

は
勿
論
地
元
の
支
持
者
の
皆
さ
ん
も
感
激

し
、
来
年
再
び
国
会
に
送
り
出
す
事
を
全

員
で
確
認
し
ま
し
た
。 

一
行
は
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
が
ビ
キ
ニ
環
礁 

で
行
っ
た
水
爆
実
験
で
被
爆
し
た
、
「第
５
福
竜 

              
 

  

 

丸
」
が
展
示
し
て
あ
る
「
夢
の
島
公
園
」
に
行

き
ま
し
た
。
展
示
館
の
展
示
資
料
を
見
て
、
原

爆
の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。 

再
び
バ
ス
に
乗
り
、
首
都
高
か
ら
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
を
見
な
が
ら
、
全
員
か
ら
感
想
を
頂

き
ま
し
た
。
「
原
発
の
再
稼
動
を
許
さ
ず
、
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
反
対
し
、
平
和

憲
法
を
守
る
た
め
に
も
、
た
し
ろ
議
員
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
」、
「自
分
に
は
何
が
出

来
る
か
が
ハ
ッ
キ
リ
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
取
り
組
み
で
支
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
こ

の
バ
ス
ツ
ア 

ー
を
企
画
し 

た
本
部
Ｏ
Ｂ 

会
と
共
に
、 

「
た
し
ろ
か 

お
る
」
が
勝 

利
す
る
た
め 

に
奮
闘
し
て 

い
き
た
い
と 

思
い
ま
す
。 

（
宇
都
宮
支 

部
Ｏ
Ｂ
会
） 

              

                            

 

  

来
賓
に
は
鈴
木
地
本
委
員
長
、
本
部
Ｏ
Ｂ

会
よ
り
戸
谷
副
会
長
と
本
田
事
務
局
次
長
、 

 

              

                                       

今
月
は
６
年 

愛
称
の
由 

 

前
に
Ｊ
Ｒ
横
浜 

き
遣
唐
使
の 

 

支
社
を
退
職
し 

ウ 
 

て
、
長
野
に
帰 

っ
て
き
た
宮
嶋
秀
明
さ
ん
を
紹
介 

し
ま
す
。 

宮
嶋
さ
ん
は
60
才
で
退
職
し
た
後
、 

出
身
地
の
松
本
に
戻
っ
て
長
野
鉄
道 

サ
ー
ビ
ス
会
社
に
エ
ル
ダ
ー
と
し
て 

再
就
職
し
ま
し
た
。
今
は
そ
こ
も
退 

職
し
、
国
宝
の
松
本
城
の
庭
園
を
整 

備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
一
方
で 

長
野
地
本
・
松
本
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
役 

 

や
「
９
条
連
」
、
「
Ｏ
Ｂ
会
」
な
ど
の
活 

動
に
関
わ
っ
て
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し 

        

員
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

宮
嶋
さ
ん
は
、
ジ
ェ
フ
市
原
時
代
か
ら 

の
熱
心
な
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
で
、
横
浜
に 

い
た
頃
は
、
何
回
も
国
立
競
技
場
や
千
葉 

の
フ
ク
ダ
電
子
ア
リ
ー
ナ
に
応
援
に
出
か 

   

け
て
い
た
そ
う
で
す
。 

松
本
に
帰
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、 

地
元
に
サ
ッ
カ
ー
の
「
松
本
山
雅
」
と
い
う 

チ
ー
ム
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
３
年
前
に
Ｊ 

２
に
上
が
っ
た
こ
ろ
か
ら
興
味
を
持
ち
始
め 

    

会
の
事
務
局
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ 

て
運
営
に
携
わ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
Ｊ
Ｒ
６
社
共
催
の
Ｄ
Ｃ
キ
ャ 
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ま
し
た
。
そ
し
て
横
浜
に
い
た
頃
を
思
い
出

し
て
、
山
雅
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
応
援
に
出

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

今
年
は
「
松
本
山
雅
」
が 

Ｊ
１
に
昇
格
し
ま
し 

た
。
宮
嶋
さ
ん
な
ら

ず
と
も
、
地
元
は
山

雅
フ
ィ
ー
バ
ー
で
盛 

り
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。 

山
雅
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

同
じ
緑
。
宮
嶋
さ
ん
の
大
き
な
声
が
、
ス

タ
ン
ド
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
す
。 

（
松
本
市
在
住
・
宮
嶋
秀
明
・
66
歳
） 

    

      

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

長野地本ＯＢ会 

生
地
で
Ｊ
１
応
援 

Ｊ Ｒ 東労組ＯＢ 会員の皆様へ 

（株）鉄道ファミリーより、昨年に引き継ぎ

アフラックの「がん保険・医療保険」を夏

から秋にかけてご案内させて頂きます。 

ぜひ、この機会にご家族の皆様と共にご

検討の上お申し込み下さい（ＯＢ会員は団

体割引です）。 
 

＊ お問い合わせ先 （株）鉄道ファミリー 

〒141-0031 

  東京都品川区西五反田３丁目2番13号

フリーダイアル 0120-49-8810 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 

 
 

本部ＯＢ会は、ＪＲ総連ＯＢ連絡会の要請に応じて、退職者連合 

との学習会に参加しました。 

学習会は、3月 12日 10時より参議院議員会館の会議室で、退 

職者連合の菅井義夫事務局次長を講師に招いて開催されました。 

この学習会には、ＪＲ総連ＯＢ連絡会の役員の外に、ＪＲ総連 

黒田政治部長（ＯＢ担当）、たしろ参議院議員、首都圏在住の東労 

組、東海労、貨物労組のＯＢ会役員も参加しました。 

講師の菅井事務局次長は、学習会に先立ち「私はゼンセン同盟の 

出身で、現役時代の殆どを組合専従でやってきた。特に官公労と民 

間労組が統一する取り組みでは、その事務局で働いていた。最後は 

ゼンセン同盟の副会長で辞め、2年前に退職者連合の事務局次長 

になった」と自己紹介しました。        

学習会は、「退職者連合の課題と取り組み」と題して、約 1 時間 

３０分行われました。内容は、第 189 通常国会に向けて退職者連 

合が季節要求として取り組んでいる、「社会保障制度」につい 

て丁寧に説明がありました（要旨別記）。 

終了後は、全員で国会内の食堂で昼食をとり、これからも 

ＪＲ東労組ＯＢ会がＪＲ総連ＯＢ連絡会の中心になって、退職 

者連合との連携を強めていく事を確認しました。 

 

 

 

 

大
宮
・
宇
都
宮
支
部
Ｏ
Ｂ
会 

 Ｊ Ｒ 総連ＯＢ 連絡会が 
 

 退職者連合との学習会を開く 
 

 

国会見学と「たしろかおる」 
激励バスツアーを行う 

 
 

 

 

 

 
  

 開催日時 

    2015 年 4月 22 日（水）12 時 

 開催場所 

    ＪＲ東労組本部・大会議室 

＊ＯＢ会員の英知を結集し、 

総会を成功させよう！ 

第 189 通常国会に向けた

要求（季節要求の要旨） 

１、年金制度 
① 名目下限方式を堅持

する 
② 年金積立金の投資比

率を撤回 
２、医療保険 
① 「混合診療」は導入し

ない 
② 国保の財政運営を都

道府県に移行する 
３、介護保険 
① 地域包括ケアシステ

ムの構築 
② 認知症対策基本法の

制定 
４、税制 
① 応能負担に即した制

度の確立 
② 法人税の減税に反対 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇都宮支部ＯＢ会のバスツアーの皆さん 

講演する菅井事務局次長（中） 

   ＪＲ東労組本部ＯＢ会 
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